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より個に応じるための授業づくり

１ 少人数指導の計画等

少人数のよさを生かし、個の多様な考えに対応するための取組

① 個の的確な把握：諸テストやアンケートの分析、学習カルテ・座席表の活用

② 「考える場」の設定：課題の工夫、学習材の工夫、既習の知識・技能の活用

③ 「学び合う場」の設定：小集団での話合い、本時の学びの活用

④ 学習形態の工夫：Ｔ・Ｔによる指導、コース別学習、習熟度を加味した指導

◎ 授業を支える取組：学習意欲、学習の仕方、認め合う学級づくり

２ 実践の概要（５年 算数科 四角形と三角形の面積）

(1) 手立て
②－１ 身近で複数の解決方法のある課題の設定

②－２ 見通しに応じて必要な値を書き込むワークシート

④－１ Ｔ・Ｔによる指導

(2) 授業の実際
②－１「校庭のおよその面積は、どうすれば求められるだろう。」

写真から、校庭の形は台形と見ることができ、台形の面積を求めることで、

校庭のおよその面積が分かるという見通しをもたせ、解決の意欲を高めた。

提示した台形は、問題を解決するのに必要な情報は何かを

判断選択させるために、情報過多の状態で値を示した。

②－２ 解決の見通しに応じて必要な情報を明確にして書きこみ、

自力解決ができるようなワークシートを準備した。

④－１ 自力解決の段階で、Ｔ・Ｔの機能を

生かし、互いに情報を交換しながら個別指導を行い、児童

の思考に対応した。つまずいている児童には、「上底」「下

底」「高さ」を明らかにして値を選択させ、公式にあては

めて解決できるよように支援した。

３ 実践の成果と課題 ○：成果 ●：課題

○ 解決方法が複数ある課題を設定することにより、一人一人が自力解決に取り組む

ことができるようになってきた。

○ 様々な学習形態を取り入れることにより、話合いや追求活動に主体的に取り組む

ことができるようになってきた。

○ Ｔ・Ｔにより複数の目で見ると、児童理解が深まり、一人一人のよさの再発見に

つながった。

● 学習カルテをより工夫し、一人一人を育てる評価について研究を深める。

● Ｔ・Ｔによる指導法の改善に努める。


